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平
．
成
焉
無
魔
樵
代
晦
の

　
　
米
の
生
産
講
整
（
減
反
》

　
松
代
町
の
平
成
1
5
年
度
生
産

調
整
の
配
分
面
積
は
、
昨
年
に

比
べ
約
1
3
鉛
増
え
ま
し
た
。

　
日
本
人
の
米
消
費
量
の
減
少

と
四
年
続
き
の
全
国
的
な
豊
作

に
よ
り
、
依
然
と
し
て
米
余
り

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
米
の
過
剰
在
庫
が
抱
え
る
問

題
は
、
米
の
保
管
費
用
の
増
加

や
米
の
需
要
と
供
給
（
消
費
と

生
産
）
の
均
衡
を
崩
し
て
、
米

価
下
落
を
引
き
起
こ
す
要
因
と

な
り
ま
す
．

　
今
年
度
の
松
代
町
へ
の
配
分

面
積
は
2
1
4
・
6
6
診
。
昨

年
に
比
べ
約
1
3
診
増
の
配
分
を

受
け
ま
し
た
。
（
表
1
）
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昨
年
、
当
町
は
2
2
4
・
6

4
診
の
生
産
調
整
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
昨
年
と
同
様
の

実
施
が
な
さ
れ
れ
ば
、
今
年
度

も
生
産
調
整
は
達
成
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
．

　
例
年
当
町
で
は
、
生
産
調
整

面
積
の
超
過
分
の
中
か
ら
、
県

内
の
未
達
成
市
町
村
の
配
分
面

積
を
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
で
、

相
手
の
市
町
村
か
ら
補
償
料
（
地

域
間
調
整
受
託
補
償
料
）
を
得

て
、
当
町
の
生
産
調
整
や
転
作

に
寄
与
す
る
事
業
に
充
て
て
い

ま
す
．
し
か
し
、
今
年
度
の
よ

う
に
当
初
配
分
面
積
が
増
え
る

こ
と
で
、
そ
の
補
償
料
の
額
も

減
額
さ
れ
ま
す
．

　
な
お
、
平
成
1
6
年
度
か
ら
米

の
生
産
数
量
管
理
へ
移
行
さ
れ

る
こ
と
を
受
け
て
、
今
年
度
も

昨
年
同
様
に
米
の
作
付
面
積
と

あ
わ
せ
て
生
産
数
量
も
参
考
値

と
し
て
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

転
作
に
係
る
と
も
補
償
制
度
が

見
直
さ
れ
ま
す
。

　
国
と
生
産
者
双
方
の
拠
出
に

よ
り
、
米
以
外
の
作
付
け
を
行
っ

た
作
物
な
ど
の
面
積
に
応
じ
て

交
付
金
を
交
付
す
る
「
と
も
補

償
」
制
度
．

　
と
も
補
償
は
、
米
の
生
産
調

整
を
円
滑
に
推
進
す
る
一
方
で
、

麦
や
大
豆
な
ど
の
国
内
で
消
費

さ
れ
る
原
料
の
う
ち
、
そ
の
多

く
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
も
の

を
国
内
に
お
い
て
本
作
化
さ
せ
、

食
糧
自
給
率
を
引
き
上
げ
る
目

的
も
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
交

付
金
も
広
い
面
積
で
大
量
作
付

け
が
可
能
な
作
物
ほ
ど
単
価
は

高
く
、
当
町
に
多
い
保
全
管
理

等
の
未
作
付
け
に
よ
る
減
反
に

は
低
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
、
平
場
農
業
に
優
位

な
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
具
体
的
に
は
、
一
定
規
模
以

上
の
作
付
団
地
化
や
担
い
手
へ

の
利
用
集
積
が
図
ら
れ
る
な
ど

経
営
確
立
助
成
の
要
件
を
満
た

し
た
作
物
は
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同

等
の
補
償
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
当
町
に
お
い
て
は
該
当
が

あ
り
ま
せ
ん
．
ま
た
、
小
規
模

な
転
作
で
の
作
物
に
お
い
て
は

基
準
単
価
が
減
額
さ
れ
る
と
い

う
、
一
層
厳
し
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。
（
表
2
）

　
な
お
、
米
価
下
落
の
価
格
を

平成15年度生産調整目標面積（表1）

松代町配分面積 新潟県配分面積
生産調整面積（ha） 作付面積（ha） 生産数量（t） 生産調整面積（ha） 作付面積（ha） 生産数量（t）

平成15年度 214．66 482．17 2，055．97 48，555．00 104，967．90 557，469．50

平成14年度 201．38 501．96 2，108．23 45，223．00 111，088．00 589，900．00

（円／10π一）とも補償などにかかる国の交付基準単価（表2）

補
て
ん
す
る
稲
作
経
営
安
定
対

策
は
、
平
成
1
5
年
産
を
も
っ
て

終
了
し
ま
す
．

作物等
（抜粋）

平成14年度 平成15年度経営確立
助成の該当 とも補償 経営確立助成 緊急獄上乗せ額 計 とも補償 経営確立助成 緊急微上乗せ額 計

麦・大豆など 23，000 40，000 10，000 73，000 23，000 40，000

廃止

63，000
有

青刈り稲 23，000 20，000 40，000 83，000 23，000 20，000 43，000

無

麦・大豆など 23，000 10，000 33，000 13，000 13，000

青刈り稲 23，000 40，000 63，000 13，000 13，000

野菜など 13，000 0 13，000 13，000 13，000

調整水田 9，666 5，000 14，666 7，000 7，000

保全管理 3，333 0 3，333 2，000 2，000

※とも補償には地区達成加算（3，000円／10㌃）を含めています。

※経営確立助成の該当になるには、4ha以上の転作団地であることや1作物で1ha以上の団地であること、
　又は地域の農業担い手への土地利用の集積が一定面積以上なされていることが必要です。

※水田高度利用等加算がありますが当町には該当がないため省略しています。

※この他に県による独自の助成制度があります。
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日
本
は
明
治
以
降
、
米
不
足

が
続
い
て
い
ま
し
た
。
農
地
整

備
や
品
種
改
良
な
ど
で
米
の
多

収
穫
が
可
能
と
な
り
、
昭
和
4
2

年
頃
に
よ
う
や
く
国
内
に
米
が

充
足
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
生
産
と

消
費
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
、

一
転
し
て
昭
和
4
5
年
よ
り
生
産

調
整
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
生
産
調
整
は
、
政

府
の
管
理
に
基
づ
く
全
国
一
律

の
面
積
割
合
を
基
本
と
し
た
減

反
面
積
の
配
分
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
作
況
に
よ
る
収

穫
量
の
変
動
か
ら
面
積
を
達
成

　　，銑

1灘簸1
、．磯

懇

し
て
も
実
効
性
が
得
ら
れ
な
い

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
．
生

産
と
消
費
そ
し
て
適
切
な
備
蓄

量
の
均
衡
を
図
る
観
点
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
面
積
管
理
か
ら
生

産
量
管
理
へ
と
移
行
さ
れ
ま
す
．

　
ま
た
、
消
費
者
・
市
場
重
視

の
コ
メ
作
り
を
進
め
る
、
い
わ

ゆ
る
市
場
原
理
に
基
づ
く
農
業

へ
転
換
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

米
を
作
る
農
業
者
と
農
業
団
体

が
自
主
的
に
生
産
調
整
を
行
う

体
制
に
な
り
ま
す
．

　
農
家
も
市
場
の
変
化
を
感
じ

と
り
な
が
ら
、
売
れ
る
米
作
り

が
必
要
と
な
り
ま
す
．

平
成
1
6
年
度
か
ら
の
当
面
の
需

給
調
整
の
あ
り
か
た

○
減
反
面
積
配
分
か
ら
生
産
目

　
標
数
量
の
配
分
へ
移
行
す
る
．

○
生
産
目
標
数
量
の
配
分
を
す

　
る
に
あ
た
り
第
三
者
機
関
の
助

　
言
を
加
え
る
。

○
農
家
へ
は
生
産
目
標
数
量
と

　
作
付
面
積
を
配
分
し
て
、
面
積

　
で
確
認
を
行
う
。

生産目標数量の配分

騨　　助言＝国段階の機関

生産目標数量　　　曾情報提供

騨　　助言＝県段階の機関

生産目標数量　　　曾情報提供

1　助言＝町段階の機関

生産目標数量
翻と作付け面積

国・全農

号
県・県中

旦
町・農協

号
農業者

本
来
あ
る
べ
き
姿
の
需
給
調
整

の
あ
り
か
た

○
需
給
見
通
し
を
前
提
に
、
毎

　
年
ど
の
程
度
の
生
産
を
行
う
か

　
農
業
者
が
判
断
し
、
必
要
な
場

　
合
に
は
農
業
者
団
体
が
農
業
者

　
に
生
産
目
標
数
量
の
配
分
を
行

　
う
。

行
政
の
支
援

○
需
給
調
整
の
前
提
と
な
る
需

　
給
見
通
し
を
策
定
す
る
．

○
主
食
用
米
以
外
の
作
物
に
よ

　
る
産
地
作
り
の
推
進
や
豊
作
に

　
よ
る
過
剰
米
処
理
の
た
め
の
支

援
を
行
う
．

ー
検
討
さ
れ
て
い
る

　
　
　
主
な
支
援
制
度
1

①
産
地
づ
く
り
推
進
交
付
金

・
従
来
の
転
作
助
成
金
の
全
国

一
律
だ
っ
た
要
件
や
単
価
を
見

直
し
、
水
田
農
業
の
産
地
づ
く

り
と
米
価
下
落
の
影
響
緩
和
対

策
を
柔
軟
に
実
施
す
る
．

　
地
域
自
ら
の
発
想
・
戦
略
で

作
成
す
る
計
画
に
基
づ
き
、
助

成
金
の
水
準
や
使
い
方
も
地
域

で
決
め
る
．

〈
米
価
下
落
影
響
緩
和
対
策
〉

・
生
産
調
整
実
施
者
で
過
剰
米

短
期
融
資
制
度
に
加
入
し
た
人

に
、
国
と
生
産
者
の
拠
出
に
基

づ
く
、
米
価
の
下
落
へ
の
補
て

ん
措
置
．

②
担
い
手
経
営
安
定
対
策

・
一
定
基
準
を
満
た
す
認
定
農

業
者
と
集
落
営
農
の
経
営
体
を

担
い
手
と
位
置
付
け
、
米
価
下

落
影
響
緩
和
対
策
の
補
て
ん
と

合
わ
せ
て
、
県
の
基
準
収
入
額

と
各
年
の
稲
作
収
入
の
差
額
の

8
割
を
補
て
ん
す
る
．

③
新
た
な
過
剰
米
処
理
対
策

・
国
や
生
産
者
な
ど
の
拠
出
金

に
よ
り
基
金
造
成
し
、
「
過
剰
米

短
期
融
資
制
度
」
を
創
設
す
る
．

豊
作
に
よ
る
過
剰
米
を
主
食
用

と
は
別
に
区
分
出
荷
す
る
こ
と

で
米
市
場
の
安
定
化
を
は
か
り
、

生
産
者
に
は
こ
の
米
の
現
物
を

担
保
に
一
定
の
金
額
を
短
期
融

資
（
無
利
子
）
す
る
．

3
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申告期間＝2月17日（月）～3月17日（月）

　
2
月
1
7
日
㈲
か
ら
3
月
1
7
日
㈲
ま
で

は
所
得
税
と
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）

の
申
告
期
間
で
す
。
表
1
の
日
程
で
確

定
申
告
の
納
税
相
談
会
を
役
場
（
4
階

第
1
会
議
室
）
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

表
2
の
日
程
で
各
集
落
に
お
い
て
住
民

税
の
申
告
の
受
付
も
行
い
ま
す
。

　
相
談
日
に
は
、
世
帯
内
の
所
得
者
全

員
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
該

当
す
る
人
の
必
要
書
類
等
も
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
な
お
、
用
意
す
る
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
．

①
確
定
申
告
書
（
送
付
さ
れ
て
い
る
人
）

②
平
成
1
4
年
中
の
所
得
が
証
明
で
き
る

　
書
類
。
（
給
与
・
年
金
等
の
源
泉
徴

　
収
票
、
事
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
の

　
収
支
内
訳
書
な
ど
）

③
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
等
や
寄

　
付
金
控
除
な
ど
の
証
明
書

④
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

　
は
そ
の
領
収
書
（
平
成
1
4
年
中
に
支

　
払
っ
た
も
の
が
対
象
で
す
。
あ
ら
か

　
じ
め
、
受
診
者
ご
と
に
分
け
て
計
算

　
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

⑤
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
自
宅
を

　
新
改
築
し
た
場
合
、
一
定
要
件
に
該

　
当
す
れ
ば
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

⑥
申
告
者
全
員
の
口
座
番
号
と
通
帳
の

　
印
鑑

㊨
平成15年納税相談（確定申告・還付申告・住民税申告）

　　　日程表（会場役場・第一会議室）

受付日 午　　　前 午　　　後

2月17日（月）
片桐山（住）、滝沢（住）、

中子（住）
太平（住）、孟地

2月18日（火） 菅刈（住）、苧島 小荒戸（住）、竹所

2月19日㈱
小屋丸（住）、東山（住）、

海老（住）
池尻（住）、仙納（住）

2月20日休） 池之畑（住） 下山（住）

2月21日囲
福島、奈良立、

峠、木和田原
蓬平、儀明

2月24日（月） 蒲生、名平 田沢（住）、寺田（住）

2月25日（火） 田野倉、莇平（住）
会沢（住）、清水（住）、

桐山（住）

2月26日㈱ 犬伏

2月27日困 商工者相談受付 商工者相談受付

2月28日囲 千年（住） 室野

3月3日（月） 松代　1～4班（住） 松代　5～8班（住）

3月4日（火） 松代　9～12班（住） 松代　13～16班（住）

3月5日㈱ 松代．17～20班（住） 松代　21～24班（住）

3月6日困 松代　25～28班（住） 松代　29～33班（住）

3月7日囲 松代　35～51班（住）

平成15年住民税申告日程表⑳
受付日 集　　落 受付時間 受付会場

3月10日

　（月）

午
前

蓬　平 9100～10＝30 蓬平集落開発センター

午
後

蒲生・名平 13二30～14：30 蒲生生活改善センター

3月11日

　（火）

午
前

　　竹　所

　　　峠

　　木和田原

9＝00～9＝30

9＝40～10＝40

11＝00～11＝40

竹所生活改善センター

峠集落開発センター

木和田原集落開発センター

午
後

室野、福島、奈良立 13＝30～15＝30 室野克雪管理センター

3月12日

　㈱

午
前

田野倉 9＝00～10＝00 田野倉多目的集会施設

午
後

儀　明 13＝30～15＝00 ふれあいセンター木楽館

3月13日

　㈱

午
前

　　孟　地

　　苧　島

9＝00～9：40

10＝00～10＝40

孟地多目的集会施設

苧島集落開発センター

午
後

犬　伏 13＝30～15＝00 犬伏共同作業所

※　（住）印の集落については、住民税の申告受付も役場で行い、

　各集落に出向きませんので、よろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　例年同様、各地区の集落センターでは住民税の申

告のみ受付けます。所得税の確定申告（還付申告を

含む）は、役場会場にて行うようお願いします。



住民税の申告が必要な人

　
平
成
1
5
年
1
月
1
日
現
在
、

松
代
町
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

平
成
1
4
年
中
に
次
の
よ
う
な
所

得
が
あ
っ
た
人
は
、
住
民
税
の

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
．
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定

申
告
を
し
た
人
は
、
住
民
税
の

申
告
は
不
要
で
す
．

①
営
業
等
、
農
業
、
不
動
産
（
地

　
代
・
家
賃
等
）
、
そ
の
他
の
賃

　
金
（
内
職
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

　
イ
ト
等
）
、
報
酬
等
に
よ
る
所

　
得
の
あ
っ
た
人

②
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す

　
る
人

●
年
末
調
整
を
し
た
給
与
所
得

　
以
外
に
、
所
得
が
あ
っ
た
人
（
※

　
給
与
所
得
者
で
給
与
収
入
が
二

　
千
万
円
を
越
え
る
人
や
給
与
所

　
得
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
以

　
上
の
場
合
は
所
得
税
の
確
定
申

　
告
も
必
要
で
す
．
）

●
平
成
1
4
年
中
に
勤
務
先
を
退

　
職
、
ま
た
は
勤
務
先
を
変
更
し

　
た
人
で
、
年
末
調
整
が
済
ん
で

　
い
な
い
人

●
勤
務
先
か
ら
給
与
の
源
泉
徴

　
収
票
を
も
ら
っ
て
い
な
い
人

③
医
療
費
控
除
お
よ
び
寄
附
金

　
控
除
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

④
公
的
年
金
等
受
給
者
で
、
社

　
会
保
険
料
控
除
や
、
生
命
保
険

　
料
控
除
お
よ
び
損
害
保
険
料
控

　
除
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

お知らせ

　　おむつ代医療費控除の

　添付書類が簡易になります

　これまで、寝たきりの人へのおむつ代を医

療費控除の対象にするには、医師が発行する

「おむつ使用証明書」が必要でした．平成15年

の確定申告（平成14年のおむつ代分）から、

おむつ代について医療費控除を受けるのが2

年目以降である人については、町が介護保険

の「主治医意見書」に基づいて発行する証明

でも認められることになりました。

詳しくは、住民課国保介護保険係又は、税

務係まで（TEL7－2220）

　　　　納税は期限内に！

　ロ座振替納税をご利用ください

平成14年分の確定申告による所得税の納期限は

3月17日（月）です．また、個人事業者の消費税・地

方消費税の納期限は3月31日（月）です．期限内の納

付をお願いします。

なお、口座振替納税をご利用される人の振替日は

所　　　得　　　税…4月21日（月）

消費税・地方消費税…4月24日㈱となります．

安全・確実な口座振替納税をご利用ください．

軽自動車等の異動届は忘れずに1

軽自動車税は、毎年4月1日現在の所有者
に課税されます．廃車していたり他の人に譲っ

たりなどした車両も届けがされていないと課

税されます。トラブル

防止のため異動があっ　　　　　　　．

た場合は3月末日まで

　　　　　　　　　　　　0に届出をしてください。
詳しくは、役場税務係　r、

まで（TEL7－2220）

z

ご存知ですか　その他の税の申告期限

①贈与税の申告と納税は3月17日（月）まで。

　・平成14年中に贈与を受けた財産の合計額が百

　十万円を越えた部分に贈与税がかかります．

②個人事業者の消費税・地方消費税の確定申告と

納税は3月31日（月）まで。

　・平成12年中（基準期間）の課税売上高が三千

　万円を越える事業者、もしくは三千万円以下

　で「消費税課税事業者選択届出書」を提出し

　ている事業者が該当になります。
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「
松
代
町
、
十
日
町
市
、
川
西

町
、
中
里
村
及
び
松
之
山
町
は
、

十
日
町
広
域
圏
内
の
市
町
村
合

併
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
行

い
、
住
民
へ
の
適
切
な
情
報
の

提
供
を
図
る
と
と
も
に
、
法
定

協
議
会
設
立
に
向
け
基
本
的
事

項
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、

平
成
1
5
年
1
月
2
5
日
、
十
日
町

広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
を
設

立
す
る
」

　
－
月
2
5
日
、
中
里
村
で
開
催

さ
れ
た
「
第
1
回
十
口
町
広
域

圏
合
併
任
意
協
議
会
」
に
お
い

て
議
決
さ
れ
た
設
立
議
案
で
す
．

が村設今　しにま町し検村て
行に立後こたはえ民’討のは十

の
協
議
会
発
足
に
よ
り
、

、
今
年
中
の
法
定
協
議
会

に
向
け
て
、
関
係
5
市
町

よ
る
本
格
的
な
合
併
協
議

わ
れ
ま
す
．

日
町
圏
域
の
合
併

、
今
回
加
盟
し
た

ほ
か
に
津
南
町
も

さ
れ
て
い
ま
し
た

津
南
町
は
1
月
に

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

て
、
今
回
の
任
意

参
加
し
な
い
こ
と

O

十日町広域圏合併任意協議会委員のみなさん

氏　名 市町村 性別 摘　　　要

滝沢　信一 十目町市 男 十日町市長

田口　直人 川西町 男 川西町長

山本　茂穂 中里村 男 中里村長

関谷　達治 松代町 男 松代町長

佐藤　利幸 松之山町 男 松之山町長

高橋　平八 十日町市 男 十目町市議会議長

吉楽　正実 川西町 男 川西町議会議長

斎喜宗一郎 中里村 男 中里村議会議長

石野　英二 松代町 男 松代町議会議長

石塚　幸貞 松之山町 男 松之山町議会議長

水落　清一 十日町市 男 十目町市議会合併委員会委員長

押木　　貢 川西町 男 川西町議会合併委員会委員長

山岸角太郎 中里村 男 中里村議会合併委員会委員長

小堺　清司 松代町 男 松代町議会合併委員会委員長

村山　正英 松之山町 男 松之山町議会合併委員会委員長

阿部　武市 十日町市 男

樋口　　誠 十日町市 男

押木　篤美 川西町 男

小島　伸子 川西町 女

貝沢　洋次 中里村 男

服部　安英 中里村 男

美濃和　英 松代町 男

高橋　芳平 松代町 男

柳　　靖治 松之山町 男

相澤　　亨 松之山町 男

岩橋　憲明 新潟県 男 新潟県十日町地域振興事務所所長

　
協
議
会
は
各
市
町
村
の
長
、
議

会
の
議
長
及
び
合
併
担
当
特
別

委
員
会
の
委
員
長
並
び
に
学
識

経
験
者
な
ど
計
2
6
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
．
協
議
会
の
会
長

に
は
中
里
村
の
山
本
茂
穂
村
長
、

副
会
長
に
は
十
日
町
市
の
滝
沢

信
一
市
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
．

　
ま
た
協
議
会
の
議
長
に
は
、

議
論
の
公
平
性
を
保
つ
観
点
か

ら
、
協
議
会
開
催
の
都
度
、
会
長

が
指
名
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
．

　
こ
の
ほ
か
に
、

①
協
議
会
規
約
の
承
認

②
新
市
将
来
構
想
検
討
委
員
会

　
設
置
要
領
の
制
定

③
協
議
会
委
員
の
報
酬
等
に
関

　
す
る
要
領
の
制
定

④
事
業
計
画

⑤
協
議
会
予
算

な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
．
今

後
、
定
期
的
に
協
議
会
は
開
催

さ
れ
ま
す
．

　
次
回
は
、
下
記
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
．
内
容
は
、

①
事
務
事
業
調
査
調
整
方
針

②
協
議
会
小
委
員
会
設
置
要
領

　
の
制
定

③
新
市
将
来
構
想
検
討
委
員
会

　
委
員
の
選
任

④
新
市
将
来
構
想
策
定
方
針

な
ど
が
協
議
さ
れ
る
予
定
で
す
．

第2回十日町広域圏合併任意協議会

日　時＝2月21日（金）午後2時から

会場＝十日町市クロス10
※任意協議会は、どなたでも傍聴できます．な

お、協議会の内容については、今後「任意協

議会たより（仮称）」でお知らせする予定です．
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一づスポーツー各種大会の結果一一一一一・一一一・一一一一一』一一一一一一一・一一一一一一

　
　
　
松
代
中
・
高
生
の
み
（
）
は
学
年

〈
第
4
6
回
新
潟
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
〉

　
（
十
日
町
市
吉
田
／
1
月
1
8
～
2
2
日
）

◆
女
子
3
㎞
フ
リ
ー

　
1
位
　
小
嶋
ち
え
み
さ
ん
（
3
）

◆
男
子
5
㎞
フ
リ
ー

　
3
位
　
五
十
嵐
太
博
さ
ん
（
2
）

◆
女
子
3
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

　
ー
位
　
小
嶋
ち
え
み
さ
ん

◆
男
子
5
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

　
2
位
　
五
十
嵐
太
博
さ
ん

　
1
2
位
　
小
堺
里
志
さ
ん
（
3
）

〈
第
5
5
回
新
潟
県
高
校
ス
キ
ー
大
会
〉

　
　
　
　
（
津
南
町
／
1
月
1
7
～
1
9
日
）

◆
男
子
1
0
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

　
4
位
　
渡
辺
　
　
俊
さ
ん
（
3
）

◆
女
子
5
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

　
4
位
　
関
谷
　
有
希
さ
ん
（
2
）

　
1
0
位
　
関
谷
　
智
美
さ
ん
（
2
）

◆
男
子
1
5
㎞
フ
リ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
鍵

　
8
位
　
渡
辺
　
　
俊
さ
ん

◆
女
子
1
0
㎞
フ
リ
ー

　
4
位
　
関
谷
　
智
美
さ
ん

　
7
位
　
尾
嶋
　
奈
穂
さ
ん
（
3
）

◆
女
子
リ
レ
ー
（
5
㎞
×
3
）

　
1
位
　
松
代
高
校
（
関
谷
有
希
さ
ん
、

　
尾
嶋
奈
穂
さ
ん
、
関
谷
智
美
さ
ん
）

◆
男
子
リ
レ
ー
（
1
0
㎞
×
4
）

　
6
位
　
松
代
高
校
（
馬
場
拓
朗
さ
ん
、
関
谷

　
和
樹
さ
ん
、
石
曽
根
達
也
さ
ん
、
渡
辺
俊
さ
ん
）

県中学スキー　小嶋ちえみさん（松代中三年）が距離（フリー、

　　　　　　クラシカル）で二冠

県高校スキー　リレー女子松代高校が9年ぶり3度目の優勝

〈
平
成
1
4
年
度
新
潟
県
選
手
権
兼
国
体
予
選
〉

　
　
　
　
（
六
日
町
／
1
月
2
2
～
2
4
日
）

◆
少
年
男
子
1
0
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

　
6
位
　
関
谷
　
和
樹
さ
ん
（
2
）

　
9
位
　
馬
場
　
拓
朗
さ
ん
（
2
）

◆
少
年
女
子
5
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

　
3
位
　
関
谷
　
有
希
さ
ん

　
4
位
　
関
谷
　
智
美
さ
ん

◆
男
子
リ
レ
ー
（
1
0
㎞
×
4
）

　
2
位
　
早
稲
田
大
（
3
走
関
谷
則
和
さ
ん
－
松
高
oB
）

　
8
位
　
松
代
高
校
（
馬
場
拓
朗
さ
ん
、
関

　
谷
和
樹
さ
ん
、
渡
辺
俊
さ
ん
、
斎
木
拓
哉
さ
ん
）

◆
女
子
リ
レ
ー
（
5
㎞
×
4
）

　
2
位
　
松
代
高
校
（
関
谷
有
希
さ
ん
、
渡
辺

　
亜
希
さ
ん
、
関
谷
智
美
さ
ん
、
尾
嶋
奈
穂
さ
ん
）

◆
少
年
男
子
1
5
㎞
フ
リ
ー

　
7
位
・
関
谷
　
和
樹
さ
ん

◆
少
年
女
子
1
0
㎞
フ
リ
ー

　
3
位
　
関
谷
　
智
美
さ
ん

　
7
位
　
関
谷
　
有
希
さ
ん

、
　
）

全国中学校スキー大会出場の小嶋ちえみさん（左）、小堺里

五十嵐太博さん（右）。齋藤國平校長（後左）、大桃和行担当

　←　　鯉　　　召畏㌔＝＝　　1，．、・．；r』　　、．　　　　　　　　　　　　　　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤

　難》

　　　　　　　　　　，撒，簑盤鎌雑

インターハイ出場の関谷智美さん（前右）、渡辺亜季さん

関谷有希さん（前左）、尾嶋奈穂さん（後右一）渡辺俊さん

関谷和樹さん（後左二）、斎木拓哉さん（後左一）

OOOOOOQ●OOOOOOOOOOOOOOOOO●OC冷OO●OOOOOOOOOOO●OO●OOOOOOOO●OOOOO●OO●OOOOOOOOOOO●OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO●OQ●OO●OOOOOOOOOOOOOO●OOOOO●OOOOQOOOOOOOOOOOO●O

簸醗翻　　　　　　　　　　　　覇　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　鰯　　　　　　　　鰯　　　　　　　．騒　　　　　璽　　　　翻　　　、醗i　　騰饗　鑛　韮、贋
陰

懸藷劉

ク
ロ
カ
ン
伝
統
を
引
継
ぎ

　
　
　
　
次
代
を
担
え
　
ま
つ
だ
い
健
児

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
1
月
2
6
目
、

県
内
1
5
市
町
村
の
小
・
中
61
校

6
4
2
人
の
参
加
に
よ
り
、
松

代
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
．
（
小
学
生
は
入
賞
者
、
中

学
生
は
参
加
者
）

◆
小
学
生
女
子
5
・
6
年
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
㎞
）

上石杯に参加した町内三小学校選手のみなさん

　
4
位
　
小
嶋
な
つ
み
さ
ん
（
6
）

◆
中
学
生
男
子
1
年
の
部
（
6
㎞
）

　
3
位
　
五
十
嵐
春
彦
さ
ん
（
1
）

　
2
0
位
　
中
沢
政
文
さ
ん
（
1
）

◆
中
学
生
女
子
2
・
3
年
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
㎞
）

　
8
位
　
樋
口
沙
織
さ
ん
（
3
）

　
1
0
位
樋
口
友
佳
子
さ
ん
（
2
）

’
◆
中
学
生
女
子
1
年
の
部
（
3
㎞
）

　
n
位
　
石
田
沙
織
さ
ん
（
1
）
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第
2
回
大
地
の
芸
術
祭

懸
餓
礒
嚢
筍
ヲ
覆
ト
ト
聾
黛
製
詳
騰
瞼
纈
働
O
ヨ
嚥
鷹
圃
騰
驚

　
松
代
町
の
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
．

　
今
年
は
、
「
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2

0
0
3
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
「
大
地
の
芸

術
祭
」
の
年
で
す
．
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
と

は
三
年
に
一
度
開
か
れ
る
と
い
う
意
味
で
、

い
わ
ば
こ
れ
は
「
三
年
大
祭
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
．

　
今
回
は
、
約
1
5
0
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
作
品
が
集
落
や
公
園
、
道
路
脇
に
設

置
さ
れ
る
他
、
約
4
0
人
の
公
募
で
選
ば
れ

た
ビ
デ
オ
作
品
が
待
合
室
、
食
事
処
な
ど

で
見
ら
れ
ま
す
．

　
前
回
か
ら
の
作
品
を
含
め
る
と
2
5
0

以
上
の
作
品
が
妻
有
地
域
に
展
開
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
世
界
的
に
み
て
も
質
量
と

も
に
空
前
絶
後
の
規
模
に
な
り
ま
す
．

面
倒
な
こ
と
は
考
え
ず
に
、
こ
の
夏
、
六

市
町
村
を
廻
っ
て
五
感
で
感
じ
て
く
だ
さ

い
．
美
術
は
「
わ
か
る
、
わ
か
ら
な
い
」

大地の芸術祭総合コーディネーター

　　　北川フラムさん

で
は
な
く
「
好
き
、
嫌
い
」
で
い
い
の
で

す
か
ら
。
ア
ー
ト
を
通
し
て
里
山
の
風
景

の
魅
力
が
ま
す
ま
す
わ
か
る
よ
う
に
な
る

と
思
い
ま
す
．

　
松
代
町
で
は
、
「
雪
国
農
耕
文
化
村
セ
ン

タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
こ
に
は

二
階
部
分
に
レ
ス
ト
ラ
ン
、
教
室
、
多
目

的
室
、
囲
炉
裏
、
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
機
能
と
は
別
に
、
部
屋
そ
の
も

の
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
と
し
て
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

教
室
は
河
口
龍
夫
さ
ん
の
作
品
で
す
が
、

昔
の
松
代
小
学
校
の
四
年
生
の
ク
ラ
ス
を

再
現
し
て
あ
る
と
同
時
に
、
机
の
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
で
日
本
の
農
業
や
松
代
の
古
く
か

ら
の
暮
ら
し
が
わ
か
り
ま
す
．
ま
た
、
部

屋
全
体
が
真
っ
黒
な
黒
板
に
な
っ
て
い
て
、

子
供
が
落
書
き
で
遊
べ
ま
す
。
一
階
の
ピ

ロ
テ
ィ
部
分
で
は
芝
居
、
音
楽
が
楽
し
め

ま
す
が
、
い
ま
企
画
さ
れ
て
い
る
の
は
面

白
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
今
回
は
、
九
カ
所
の
集
落
の
ほ
か
、
全

国
の
美
術
教
育
系
の
大
学
が
1
5
校
ほ
ど
商

店
街
に
入
っ
て
作
品
を
作
り
ま
す
．

　
こ
の
夏
、
松
代
に
は
多
く
の
催
し
と
多

く
の
人
々
が
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
川
フ
ラ
ム

”IIIllIIIIIIllIIIIllIIIIIIIIIIII川IIIIIlilIIllIIII睡llll“1111111111川IIIIllIIIIIIIllIIIIlllI”IIllII川II旺IIIIII川IIII川IIllIIIIII“IIIIIIIIIIIIIllllIllIll田III”IHIIIIllIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII川IIlllllllllllllIIllll川IIIIIIIIIII川IIIllIIllIIIllIIIII“III目III田IIIIIIIIllII川IIII田IIIl川llll”田IIIlll111111111111111111111111111111111uI

聾
ー

　
　
関
谷
　
達
＝

　
　
　
　
　
醗

幕理、．．、．、．嶋多

企画発表会であいさつをする平山征夫新潟県知事

　
今
年
、
7
月
2
0
日
か
ら
9
月
7
日
の
5
0

日
間
に
わ
た
り
、
十
日
町
圏
域
六
市
町
村

を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
第
2
回
大

地
の
芸
術
祭
」
の
企
画
発
表
会
が
、
2
月

1
日
十
日
町
市
ク
ロ
ス
ー
0
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
1
2
年
に
行
わ
れ
た
第
1
回
展
で
は
、

約
1
6
万
人
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
ア
ー
ト
に

よ
る
過
疎
地
再
生
の
壮
大
な
試
み
と
し
て
、

国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
し

か
し
、
地
域
か
ら
は
「
現
代
ア
ー
ト
は
理

解
し
づ
ら
い
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
実
績
や
課
題
を
も
と
に
、
「
地

域
の
人
た
ち
と
芸
術
家
と
が
協
働
で
作
品

を
作
り
出
す
」
と
い
う
住
民
参
加
型
の
展

開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
地
域
の
人
た
ち
と

　
　
　
　
　
地
域
の
宝
物
を
探
す
。

　
現
在
は
、
圏
域
内
で
5
0
を
越
え
る
集
落

か
ら
芸
術
作
品
の
展
示
要
望
が
あ
り
、
2
3

力
国
の
約
1
5
0
人
の
作
家
に
よ
る
作
品

の
創
造
活
動
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

ま
た
、
芸
術
祭
の
支
援
部
隊
で
あ
る
「
こ

へ
び
隊
」
の
み
な
さ
ん
が
芸
術
家
を
サ
ポ
ー

ト
し
な
が
ら
、
各
地
区
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
作
品
制
作
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か

わ
り
な
が
ら
、
地
域
に
ね
ざ
し
た
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
．

　
「
人
間
は
自
然
に
内
包
さ
れ
る
」
を
基
本

理
念
と
し
た
大
地
の
芸
術
祭
。

　
大
地
の
芸
術
祭
名
誉
実
行
委
員
長
の
平

山
征
夫
新
潟
県
知
事
は
、
「
自
然
と
深
く
結

び
つ
い
た
こ
の
地
域
の
固
有
性
を
見
直
し
、

地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
．
住
ん
で
い
る

こ
と
を
誇
り
に
思
う
こ
と
」
そ
し
て
、
そ

の
た
め
に
は
「
地
域
の
価
値
を
大
切
に
す

る
こ
と
」
と
芸
術
祭
提
唱
の
主
旨
を
話
し
、

成
功
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
ゆ

8



第2回叢地の芸術祭・

　　　　　のあらまし
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、q　　　　　L

7r η
』
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　地球環境時代における地域と自然、それに

包まれた人の生のあり方を見つめなおす。こ

の基本理念が、大地の芸術祭の全ての作品、

イベント、施設プログラムに貫かれています。

　また、十日町圏域六市町村のもつ、それぞ

れの地域資源をテーマにステージづくりが行

われています。それらを花の道事業で結んで、

いわゆるアートネックレス構想を築きあげて

いきます。（図1）

ナーレ

　　地域としての一体感・より豊かな地域イメージの発信

灘鞍　嚇σ雛難一勤
　　　　　　　　川西ステージ　　．＿　　．十日町ステージ
　　　　　　．、．，、新田園都市づくり　解冊臼蹴聯　越後妻有の市　・＿

　　　　　一鑛…・　　　　　　　　　　　　　　　　　　磯轍麟輪，、

蕪矯寸　アートネツクレス構想　　篤，櫨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…冗　’鮮　　　　　　㍉聯　　　　＿　、　　　　　、　　　“麟麟麟
　　　　　　　　松之山ス丁一ジ　聾・　津南ステージ　　騨
　　　　　　　　　森の学校　　　　　　　縄文とあそび

　　　　　　　　　　　　　嚇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●「すてき発見」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域資源の再発見

　　　　　　　　　自然・歴史・文化・産業などの

　　　　　　　　　　　　　地域資源

　
今
回
の
大
地
の
芸
術
祭
は
、
大

き
く
三
つ
の
柱
で
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

1
、
地
域
に
根
ざ
し
た
野
外
作
品

　
こ
の
地
域
を
、
美
術
館
に
見
た

て
、
里
山
、
棚
田
、
商
店
街
な
ど
、

こ
の
地
を
象
徴
す
る
現
代
芸
術
作

品
が
圏
域
の
あ
ち
こ
ち
に
展
示
さ

れ
ま
す
．

2
、
三
つ
の
ス
テ
ー
ジ
の
完
成

　
松
代
町
、
十
日
町
市
並
び
に
松

之
山
町
に
建
設
す
る
建
築
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
．
各
地
域
独
特
の
産
業
や
文

化
が
建
物
と
と
も
に
芸
術
作
品
と

し
て
展
示
さ
れ
、
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
指
し
た
地
域
づ
く
り
の
拠

点
と
な
る
よ
う
に
整
備
が
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
．

柱るなと心中のヨ祭術輔
云の地大回　第「

第2回犬地の芸術祭

　地
　域
　に
　根
　ざ
作し
品た

　三
　つ
　の
　ス
のテ
完1

成ジ

映
像
作
品

璽幽の藁じい自然

3
、
映
像
作
品

　
映
像
作
品
は
、
日
常
的
な
場
所

で
人
が
出
会
い
、
交
流
を
生
み
出

す
仲
介
役
と
し
て
、
と
ら
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
駅
や
役
場

の
待
合
室
、
旅
館
な
ど
人
の
交
わ

り
の
あ
る
場
所
で
、
一
般
公
募
に

よ
る
多
く
の
作
品
の
上
映
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
．

芸
術
祭
関
連
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
の
開
催

　
期
間
中
、
大
地
の
芸
術
祭
に
関

連
し
た
特
徴
的
な
企
画
展
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
主
な
も
の
と
し
て
、
「
真
実

の
リ
ア
王
」
が
7
月
1
9
日
、
松
代

町
「
雪
国
農
耕
文
化
村
セ
ン
タ
ー
」

の
こ
け
ら
落
し
と
し
て
上
演
さ
れ

ま
す
．

　
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
名
作
「
リ

ア
王
」
を
越
後
妻
有
版
と
し
て
、

オ
ラ
ン
ダ
の
芸
術
家
が
現
代
に
翻

案
し
た
作
品
で
す
．

　
そ
の
ほ
か
に
、
「
北
極
イ
ヌ
イ
ッ

ト
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
ア
ー
ト
展
」
（
松

代
町
）
や
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
現
代
美
術
展
」
（
松

之
山
町
）
の
作
品
展
な
ど
が
各
市

町
村
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

響　野
　
　鋸

、

羅
十日町ステージ

「越後妻有交流館」

　　　松代ステージ
「雪国農耕文化村センター」

　松之山ステージ
森の学校「キロロ」
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鵜

　
　
腕

議
　
，
　
8

　
　
卿

　
　
O

●●●●●●●●●

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
．

　
東
京
松
代
会
（
牧
田
嘉
正
会

長
、
会
員
数
九
百
七
十
名
）
で

は
去
る
一
月
十
九
日
、
墨
田
区

横
網
の
第
一
ホ
テ
ル
両
国
で
平

成
十
五
年
度
の
新
年
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
．

　
故
郷
松
代
町
か
ら
は
関
谷
達

治
町
長
を
は
じ
め
町
議
会
議
員

の
方
々
、
区
長
、
役
場
職
員
の

方
々
な
ど
二
十
八
名
が
バ
ス
で

上
京
さ
れ
ま
し
た
．
早
朝
六
時

半
、
松
代
町
役
場
前
を
出
発
、

、
ノ
’

縷

藩

百
八
十
五
名
が
出
席

東
京
松
代
会
平
成
十
五
年
度
新
年
総
会

　
　
小
野
島
　
螢
　
八
王
子
市
在
住
（
会
沢
・
向
）

会
場
に
は
午
前
十
時
半
こ
ろ
到

着
さ
れ
ま
し
た
．
遠
路
、
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
．

　
ま
た
高
鳥
修
代
議
士
、
筒
井

信
隆
代
議
士
代
理
、
県
人
会
、

郷
人
会
の
方
々
の
出
席
も
い
た

だ
き
、
総
勢
百
八
十
五
名
の
盛

大
な
新
年
総
会
と
な
り
ま
し
た
．

若
井
謙
一
幹
事
長
の
司
会
、
萬

羽
三
藏
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
で
開
幕
．

　
牧
田
会
長
は
「
五
つ
の
趣
味

の
会
と
ふ
る
里
交
流
、
自
然
豊

か
な
松
代
町
、
江
戸
川
区
と
東

　
　
　
　
頸
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」

　
　
　
　
な
ど
を
骨
子
に
年
頭

　
　
り平成15年度新年総会鏡割

の
あ
い
さ
つ
。
関
谷

町
長
は
「
雪
が
少
な

く
ジ
ョ
ン
ノ
ビ
な
冬
、

町
村
合
併
で
十
日
町

圏
域
で
協
議
に
入
る
、

第
二
回
大
地
の
芸
術

祭
、
体
験
農
業
の
定

着
化
の
推
進
」
な
ど

町
政
の
現
状
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
．

　
さ
ら
に
関
谷
徳
次
郎
最
高
願

問
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
代
表
の

祝
辞
が
続
き
ま
し
た
。

　
佐
藤
直
義
副
幹
事
長
に
よ
る

来
賓
者
の
紹
介
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぶ
り
の
片
山
徳
重
事
業
委
員
長

に
よ
る
事
業
計
画
の
報
告
、
石

野
士
副
会
長
に
よ
る
ふ
る
里
ス

キ
ー
ツ
ア
ー
の
お
誘
い
、
高
橋

芳
平
松
代
町
区
長
代
表
、
美
濃

和
英
松
寿
大
学
長
ほ
か
五
名
に

ょ
る
鏡
割
り
の
後
、
石
野
英
二

松
代
町
議
会
議
長
の
乾
杯
で
セ

レ
モ
ニ
ー
を
終
え
懇
親
会
に
移

り
ま
し
た
．
司
会
は
佐
藤
正
則

副
会
長
代
行
、
加
藤
一
栄
地
区

幹
事
で
開
宴
。

　
会
場
に
は
和
服
姿
の
女
性
も

見
ら
れ
、
華
や
い
だ
雰
囲
気
が

漂
い
ま
す
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

は
松
代
、
峰
方
、
伊
沢
、
山
平
、

奴
奈
川
の
各
地
区
か
ら
選
ば
れ

た
喉
に
自
信
の
あ
る
会
員
が
、

民
謡
と
カ
ラ
オ
ケ
を
披
露
し
ま

し
た
。
伴
奏
は
尺
八
、
松
山
利

英
さ
ん
（
出
身
性
犬
伏
・
沖
ノ

原
）
、
三
味
線
、
大
熊
利
子
さ
ん

（
出
身
ー
池
尻
・
桶
屋
）
．

　
飲
む
程
に
、
酔
う
程
に
、
会

場
は
賑
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
久
し
振
り
に
会
っ
た

郷
里
の
友
と
抱
き
合
う
方
、
三

人
、
五
人
と
寄
り
そ
っ
て
写
真

を
と
る
方
な
ど
な
ど
、
親
し
み

の
こ
も
っ
た
懇
親
が
続
き
ま
し

た
．　

恒
例
の
福
引
き
大
会
に
は
、

J
A
十
日
町
お
よ
び
会
員
か
ら

松
代
産
の
こ
し
ひ
か
り
や
雪
中

梅
な
ど
約
六
十
本
の
景
品
が
提

供
さ
れ
、
幸
運
を
当
て
よ
う
と

意
気
込
む
会
員
た
ち
で
会
場
は

さ
ら
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
三
時
間
に
及
ん
だ
新
年
総
会

は
井
上
正
美
副
会
長
の
あ
い
さ

つ
、
石
野
士
副
会
長
の
万
歳
三

唱
で
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
．

　
過
疎
化
、
高
齢
化
、
市
町
村

合
併
な
ど
な
ど
、
故
郷
の
抱
え

る
課
題
は
大
き
く
重
い
も
の
が

あ
り
ま
す
．
で
も
会
場
で
、
そ

の
課
題
に
敢
然
と
立
ち
向
か
う

方
々
に
お
会
い
し
ま
し
た
。

　
ふ
る
里
、
松
代
町
を
守
っ
て

下
さ
る
故
郷
の
方
々
に
感
謝
で

す
．
わ
が
松
代
町
に
幸
あ
れ
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京だより一

　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　を開催します　i　　　　　を開催します
　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　の目時：4月20目（日）　　　：日時：4月6日（日〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11時30分から　i　　　　　　　　11時から

場所：第一ホテル両国　　：場所：上野・吉池
　　　　　　　　　　　　　　：
連絡先：会長　石野　士　　　：連絡先：会長　宮沢欣司
　　　　　　　　　　　　　　：　　　　TEL　O48－832－7288　　　　　・　　　　　　　　　TEL　O3－3630－2435

　　　　　　　　　　　　　　●



松
代
の
自
然

オ
ジ
ロ
ワ
シ

（写真＝塩原孝茂さん（長野市））

　
一
月
の
二
六
日
、
日
曜
日
の
朝
九
時
一

〇
分
に
奈
良
立
の
集
落
セ
ン
タ
ー
前
で
、

ふ
と
立
ち
止
ま
っ
て
右
の
方
向
を
何
気
な

く
見
た
瞬
間
、
渋
海
川
の
上
空
を
ト
ビ
よ

り
大
き
い
と
思
わ
れ
る
鳥
が
飛
翔
し
て
川

下
に
向
か
っ
て
飛
び
去
り
ま
し
た
が
、
そ

の
尾
は
は
っ
き
り
と
白
い
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
数
日
前
か
ら
あ
ち
こ
ち
か
ら
目

撃
情
報
が
耳
に
入
っ
て
い
た
オ
ジ
ロ
ワ
シ

な
の
で
し
た
．

　
北
の
海
で
流
氷
に
乗
っ
て
海
の
魚
を
捕
っ

て
食
べ
て
い
る
の
は
、
よ
く
テ
レ
ビ
な
ど

で
も
見
ま
す
が
、
こ
ん
な
本
州
中
部
の
内

陸
の
山
間
地
に
も
冬
は
や
っ
て
く
る
ら
し

い
の
で
す
．

　
そ
ん
な
話
を
道
す
が
ら
に
室
野
の
佐
藤

信
幸
さ
ん
に
し
ま
し
た
ら
「
あ
あ
、
今
年

は
遅
か
っ
た
の
う
．
毎
年
来
る
が
あ
で
。

お
ら
は
室
野
建
設
で
仕
事
し
し
ま
に
、
よ

く
向
こ
う
岸
の
カ
ラ
マ
ツ
の
枯
れ
た
木
に

止
ま
っ
て
い
る
が
を
見
る
が
だ
で
え
」
と

言
っ
て
お
ら
れ
て
当
然
の
よ
う
に
驚
き
も

し
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
こ
の
人
に
と
っ

て
は
毎
年
見
掛
け
る
特
別
に
珍
し
い
も
の

で
は
な
か
っ
た
の
で
し
た
。

　
オ
ジ
ロ
ワ
シ
は
北
海
の
海
ワ
シ
で
、
魚

が
主
食
で
す
が
、
冬
は
南
下
し
て
き
て
ト

ビ
の
よ
う
に
死
ん
だ
動
物
で
も
拾
っ
て
食

べ
て
も
い
る
よ
う
で
す
。

　
そ
う
い
え
ば
一
月
七
日
の
午
前
中
に
二

回
目
の
雪
掘
り
に
屋
根
へ
上
が
っ
た
と
き
、

遠
く
の
『
も
ぐ
ら
庵
』
の
そ
ば
の
ツ
ガ
ら

し
い
大
木
で
ト
ビ
が
何
か
に
襲
い
か
か
っ

て
い
る
の
が
見
ら
れ
「
ク
エ
ッ
！
ク
エ
ッ
！
」

と
い
う
鋭
い
タ
カ
の
声
が
し
て
、
二
羽
が

も
つ
れ
合
い
ま
し
た
。
ト
ビ
の
声
で
は
な

か
っ
た
の
で
不
審
に
思
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
、
あ
れ
は
ト
ビ
の
縄
張
り
に
オ
ジ
ロ

ワ
シ
が
入
っ
た
の
で
、
追
い
出
し
に
か
か
っ

た
ト
ビ
を
威
嚇
し
た
声
ら
し
い
の
で
し
た
．

　
こ
の
よ
う
に
珍
し
い
ワ
シ
が
見
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
渋
海
川
筋

を
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
．

　
資
料
に
よ
る
と
こ
れ
は
若
い
鳥
の
よ
う

で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
（
文
・
高
橋
八
十
八
）

世田谷から

「
世
田
谷
新
年
こ
ど
輩
祭
り
し

　
　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
ま
し
た
！

　
今
年
も
世
田
谷
新
年
子
ど
も
祭
り

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
2

台
の
雪
と
と
も
に
松
代
を
出
発
し
、

一
路
東
京
へ
。
今
年
は
高
校
生
3
人
、

中
学
生
9
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

で
す
．
中
学
生
の
皆
さ
ん
は
初
参
加

で
最
初
は
緊
張
ぎ
み
の
様
子
．

　
一
日
目
は
雪
の
す
べ
り
台
、
か
ま

く
ら
づ
く
り
を
し
て
、
世
田
谷
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
の
交
流
会
を
し
ま

し
た
。
交
流
会
が
終
わ
る
頃
に
は
世

田
谷
の
皆
さ
ん
と
も
す
っ
か
り
仲
良

く
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
本
番
の
「
こ
ど

も
祭
り
」
で
す
．
ス
ト
ロ
ー
ト
ン
ボ
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
風
船
工
作
そ
れ
ぞ

れ
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
あ
と
は

子
ど
も
達
が
来
る
の
を
待
つ
ば
か
り
。

　
始
ま
る
と
、
み
ん
な
の
ブ
ー
ス
は

大
人
気
！
　
休
む
暇
も
な
く
子
ど
も

達
が
来
ま
す
．
ど
の
子
も
笑
顔
い
っ

ぱ
い
で
、
工
作
品
づ
く
り
が
で
き
て

嬉
し
そ
う
で
す
。

　
お
昼
す
ぎ
か
ら
松
代
町
の
P
R
を

す
る
「
○
・
×
ク
イ
ズ
」
を
し
ま
し

た
。
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
質
問
を
読

ん
で
、
世
田
谷
の
人
達
も
た
く
さ
ん

参
加
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
楽
し
か
っ
た
こ
ど
も
祭
り

も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
で
す
。
バ
ス
乗

り
場
に
は
世
田
谷
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

の
皆
さ
ん
が
お
別
れ
を
言
い
に
来
て

く
れ
ま
し
た
．
最
初
は
緊
張
ぎ
み
だ
っ

た
中
・
高
生
も
友
達
が
で
き
て
大
満

足
．
「
今
度
は
松
代
で
会
い
ま
し
ょ

う
！
」
と
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し

た
。（

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
よ

り
）

ボランティアで参加してくれた中学生のみなさん
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松代中学校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
㎞

　
三
学
期
始
業
式
の
午
後
、
松
代
中
学
校
体
育

館
に
お
い
て
全
校
書
初
め
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

広
々
と
し
た
体
育
館
で
、
伸
び
伸
び
と
筆
を

走
ら
せ
る
。
紙
面
い
っ
ぱ
い
に
元
気
よ
く
勢
い

の
あ
る
作
品
が
書
か
れ
ま
す
。

　
今
年
初
め
て
行
わ
れ
た
、
こ
の
書
初
め
大
会
。

生
徒
た
ち
に
は
た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
》

　
　
　
　
　
　

平磯霧華松代町轡初湧震覧会受賞者一覧

　　　　灘つ、，

　　　　　醗璽

　　　　鰯鰯鍛，．1、錨鞄・籍

　轟特
・孟地小学校1年

・松代小学校1年

・松代小学校2年

・松代小学校2年

・松代小学校3年

・孟地小学校4年

・孟地小学校5年

・松代小学校6年

・松代中学校1年

・松代中学校2年

・松代中学校3年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
筆
　
筆

　
　
　
硬
　
硬

　
　
　
（
　
　
　
　
　
（

　
　
太
菜
彩
恵
め
咲
子
恵
里
章
光

　
　
竜
加
　
里
や
美
奈
千
絵
裕

選　
　
　
　
　
　
あ
　
華

　
　
本
堺
田
堺
谷
嶋
嶋
井
　
堺
野

　
　
山
小
武
小
関
小
小
若
柳
小
高

．特　選

　　　　ヂう　　　　　　　　ロン
　　　　メバ　　　ばド

＊準特選
・松代小学校1年

・松代小学校1年

・孟地小学校1年

・孟地小学校1年

・松代小学校1年

・松代小学校1年

・孟地小学校2年

・松代小学校2年

品田　　梓
小野島奈美

　
本
山
　
　
井

柳
山
本
柳
柳
若

・奴奈川小学校2年南雲
・松代小学校2年　小山
・松代小学校2年　室岡
・奴奈川小学校2年佐藤
・松代小学校3年　武田
・松代小学校3年　松澤
・孟地小学校3年　柳

・松代小学校4年

・孟地小学校4年　斎木

萩野（硬筆）

　涼（硬筆）

水悠（硬筆）

悠也（硬筆）

春奈

理恵

優一

華歩（硬筆）

佐季（硬筆）

紘也（硬筆）

千尋

佳奈

貴生

関谷知有莉

　　　優

松代町総合センター
　（1月11日～13日）

・孟地小学校4年

・松代小学校5年

・松代小学校5年

・孟地小学校5年

・孟地小学校5年

・松代小学校6年

・松代小学校6年

・孟地小学校6年

・孟地小学校6年

・松代中学校1年

・松代中学校1年

・松代中学校1年

・松代中学校1年

・松代中学校2年

・松代中学校2年

・松代中学校2年

・松代中学校3年

・松代中学校3年

・松代中学校3年

柳　沙綾果

市川　貴浩

関谷　和樹

菅井　彩香

柳　　瑞穂
重野　雄介

中村江美香

小嶋なつみ

山本あゆみ

市川　麻美

井上　夏未

駒形　知彦

関谷　絵梨

高橋いつか

武田　拓也
中村　道恵

池田　正人

池田めぐみ

小嶋ちえみ
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　　　　　　　　　轡～函

　　　　図書館よりお知らせ
2月22日（土）2時から（約30分）

高校生ボランティアグループの皆さんが劇をして
くれます。

小学生以上の対象です。今回初めて発表しますの
で、みなさん見に来てください！

　　劇「ネコが手を貸すレストラン」

【
一
般
図
書
】

・
「
太
鼓
た
た
い
て
笛
ふ
い
て
」

・
「
妻
の
大
往
生
」

・
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
来
た
猫
た
ち
」

・
「
拉
致
救
出
運
動
の
2
0
0
0
日
」

・
「
よ
く
わ
か
る
最
新
医
学
　
痛
風
」

・
「
る
る
ぶ
　
冬
の
北
海
道
0
3
」

井
上
ひ
さ
し
著

永
六
輔
著

椎
名
誠
著

荒
木
和
博
著

小
田
原
雅
人
著

・
「
楽
し
く
作
れ
る
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
」

【
絵
本
・
児
童
書
】

・
「
こ
ど
も
地
球
白
書
2
0
0
2
－
2
0
0
3
」

・
「
だ
ん
だ
ん
や
ま
の
そ
り
す
べ
り
」
　
　
あ
ま
ん
き
み
こ
作

・
「
十
二
支
の
お
は
な
し
」
　
　
　
　
　
　
内
田
麟
太
郎
作

・
「
ふ
る
さ
と
の
民
話
1
　
ゆ
き
む
す
め
・
か
さ
じ
ぞ
う
」

永六輔著「妻の大往生」

妻の永昌子さんへの思いと在宅介護の日々を、六輔さんが語

ります。家族の皆んなから愛されて、頼られていた昌子さん

の姿が偲ばれます．

　　　　　　　　　　　（中央公論新社　定価1，400円）

永
錨
犠
響

妻
の
大
往
生

　
　
　
懸
　

離・鄭

恒ン均ン均ンーン均ン均ン＝ロン：ロン＝【尋一ンーン均ン：ロン＝ロン＝□｝一ン：【＝コンPン＃ン均ン：ロンPン均ン：ロン＝ロンPン均ン＝ロン均ン均ン均ン：ロンーン＝ロン＝ロン：ロンーン＝ロン＝ロン：ロン：ロン＝ロン＝ロン＝ロン：ロン亘‘【⇒均ン＝ロン：ロン亘・亘恒ン：【コ：

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

）

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生

活
を
経
済
的
に
支
え
る
だ
け

で
な
く
、
障
害
・
死
亡
と
い
っ

た
万
が
一
の
場
合
に
備
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る

こ
と
で
将
来
も
ら
え
る
年
金

が
減
額
さ
れ
た
り
、
い
ざ
と

い
う
時
に
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
と
い
っ
た
事
態
も
招
き

か
ね
ま
せ
ん
．

　
今
一
度
、
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
な
い
か
確
認
の
う
え
、

納
め
忘
れ
の
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ

う
。

宣
宜
宣
亘
宣
宣
亘
”
」

　
　
　
　
　
　
帽

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
帽

※
現
在
、
社
会
保
険
事
務
所

で
は
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ

に
よ
り
皆
さ
ん
の
大
事
な
年

金
権
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
保

険
料
の
納
付
に
つ
い
て
電
話

に
よ
る
案
内
を
行
っ
た
り
、

「
国
民
年
金
推
進
員
」
が
身

分
証
明
書
を
携
帯
し
て
直
接

ご
自
宅
に
お
伺
い
し
、
国
民

年
金
制
度
の
ご
案
内
、
届
出

の
相
談
や
保
険
料
の
収
納
を

行
っ
て
い
ま
す
。

f
宜
宜
宜
宣
宣
立
宜
宣
宣
宣
宣
亘
宣
宣
立
宣
宣
亘
ー
亘
”
且
耳
互
且
且
耳
耳
其
且
」

鞘佃国暉’／」’ワ、里ノ恩心伽　　　　　　　　国民年金マスコット「ゆめありくん」
を出民接身　話保年れ所
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短
　
　
歌

　
　
お

今
宵
食
す
五
人
家
族
の
と
ろ
ろ

汁
冬
の
和
食
の
最
た
る
も
の
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

す
っ
ぽ
り
と
冬
衣
装
着
し
ほ
く

　
　
　
　
　
　
　
ひ

ほ
く
の
観
音
像
に
陽
は
ま
ぶ
し

く
も
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

師
走
半
ば
名
古
屋
の
姉
よ
り
の

小
包
は
新
潟
産
の
切
り
餅
も
有

る
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

青
春
を
た
す
き
に
つ
な
ぎ
箱
根

路
を
ひ
た
す
ら
走
る
マ
シ
ン
の

ご
と
く
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

風
去
り
て
遠
景
か
す
み
緬
羊
の

巻
き
毛
の
ご
と
く
春
の
雪
降
る

　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

蒲
生
句
会

惣
菜
の
少
し
辛
め
や
雪
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

雪
積
ん
で
う
ご
き
を
止
め
し
杉

木
立
　
　
　
　
　
　
月
　
日

四
日
は
や
戸
口
に
送
り
子
は
帰

る
　
　
　
　
　
　
　
鐡
堂

釣
銭
の
移
り
香
匂
う
福
袋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

戦
友
の
一
人
と
な
り
し
賀
状
来

る
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

大
切
な
人
が
病
み
お
る
師
走
か

な
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

は
し
ゃ燥

ぎ
独
楽
も
う
ぢ
き
小
学
一
年

生
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

供
え
場
所
数
え
揃
え
る
年
用
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
路

百
人
一
首
読
め
ば
子
等
の
目
美

し
く
　
　
　
　
　
　
折
　
人

　
　
　
　
ち
　
　
い
さ

し
ぶ
み
俳
句
会

初
鏡
八
十
路
の
姿
見
つ
め
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

こ
ん
な
良
い
月
の
夜
も
あ
る
冬

至
か
な
　
　
　
　
　
紅
茶

朝
日
受
け
親
子
三
人
年
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

さ
さ
く
れ
の
手
指
い
た
わ
り
年

用
意
　
　
　
　
　
　
淡
水

見
送
り
し
ホ
ー
ム
に
二
三
寒
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

標
竿
丈
を
た
よ
り
に
深
雪
踏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

妻
と
嫁
味
の
違
い
し
雑
煮
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

門
先
で
大
声
あ
げ
て
寺
年
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

雪
流
す
水
の
嵩
見
る
初
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●

1一　　　▼　■

　ここ数年、春先の寒波で農作業を悩ませた。4月早々には重機を使った苗代除

雪をしなければならなかった。そうかと思えば同じ年の5月には晴れ続き。水が

なくて田植えができない。共済対象の田もあった。

天水頼りの農業のリスクは大きいが1日労をいとわず縢簸

精魂かけて採れた米は・この地の自慢の逸品だ・　．（講拗
じきに雪庇の切れ間から頼りなげな薄緑色のフキドー蝋紗、影〆縢、彦、

ノトウが顔を出す。もう、春はそこまできている。　　　　　　7饗鯉／1，捗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一“戸認漣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊨
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松代町議会議員一般選挙の

立候補予定者説明会の開催

　4月27日（日）に投票が行われる松代

町議会議員一般選挙の立候補予定者

説明会を開催します。

日時：3月18日ω◎　午後1時30分

場所：松代町役場　第1会議室

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　　　　　うす　　きね
使わなくなった臼や杵などを

　　おゆずりください

　田舎体験に多くの都市部の人たち

が松代町に訪れます。

　なかでも、餅つきやヌカ釜で炊い

たご飯に人気があり、多くのみなさ

んからの要望があります。

　ご家庭で使わなくなった臼や杵な

どをおゆずりいただける人は、ご連

絡ください．

r一ゆずっていただきたい物r
　・餅つき用の臼と杵　・炊飯用ヌ

カ釜　・ムシロ編み機

連絡先＝松代町役場　総務課

　　　　　　（TEL7－2220）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

家族介護者ヘルパー資格

受講支援補助金について

　平成14年12月号の広報で詳細につ

いてお知らせしましたが、申請の締

め切りは3月末日となっています．ご

希望される人は住民課の窓口までお

いでください。

　なお、この補助金制度については

平成14年度で終了致します。

圓
圏
⇔
團
回

　
　
（
1
月
1
日
～
1
月
31
日
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
）

　
　
　
ゆ
う
す
け

室
岡
　
佑
典
糟
・
正
一
・
広
美
聴

　
　
　
　
（
池
尻
・
と
く
ご
ろ
）

　
　
　
あ
ゆ
き

富
澤
　
歩
輝
’
・
豊
・
由
紀
子
聴

　
　
ま
（
汗
奔
．
ハ
イ
ツ
ち
と
せ
）

柳
　
麻
里
愛
’
・
英
一
・
美
香
聴

　
　
　
　
　
（
松
代
・
あ
ず
ま
）
、

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

室
岡
オ
キ
イ
さ
ん
　
　
　
　
8
7
歳

　
　
　
　
（
松
代
・
い
ん
き
ょ
）

小
嶋
　
忠
吉
聴
　
　
　
　
7
7
歳

　
　
　
　
（
犬
伏
・
か
ず
え
ん
）

佐
藤
　
　
潔
さ
ん
　
　
　
　
8
6
歳

　
　
　
　
（
室
野
・
あ
ら
し
き
）

鈴
木
　
利
雄
さ
ん
　
　
　
　
7
3
歳

　
（
松
代
・
は
ち
ぜ
ん
豆
腐
屋
）

齋
藤
　
キ
ョ
さ
ん
　
　
　
　
7
8
歳

　
（
田
野
倉
・
げ
ん
ざ
え
も
ん
）

西
潟
枡
一
郎
聴
　
　
　
　
6
9
歳

　
　
　
　
（
福
島
・
ひ
が
し
や
）

関
谷
　
今
子
さ
ん
　
　
　
　
6
9
歳

　
　
　
　
（
千
年
・
ま
ご
べ
え
）

人ロの動き

　男　　2，076人　　（一1人）

　女2，198人（一4人）
　計4，274人（一5人）
世帯数　1，488世帯（＋1世帯）

　出生　3人　　死亡　8人

　転入　7人　　転出　7人
　　　　（15年1月末日現在）
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町
広
報
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

大
正
1
2
年
の
創
立
と
い
う
か
ら
、

今
年
で
満
80
年
を
む
か
え
る
。

豪
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
町
に
、
活

気
を
も
た
ら
し
た
「
在
天
法
人

大
日
本
松
代
大
相
撲
」
。

　
大
相
撲
初
場
所
で
の
点
採
り

合
戦
の
お
な
じ
み
の
行
事
。

　
最
盛
期
の
昭
和
3
0
年
～
4
0
年

代
に
は
、
参
加
部
屋
数
も
1
5
を

上
回
り
、
力
士
も
4
0
0
名
を

越
え
た
．
当
時
、
千
秋
楽
の
日

は
朝
か
ら
賑
や
か
だ
．
勧
進
元

を
出
た
「
ふ
れ
太
鼓
」
が
、
各

部
屋
を
廻
る
．
お
神
酒
に
酔
っ

た
一
行
が
陽
気
に
太
鼓
を
叩
き

な
が
ら
通
り
を
練
り
歩
く
．
気

分
が
盛
り
上
が
る
。
夜
に
は
松

代
青
年
会
館
（
後
の
公
民
館
）

で
の
土
俵
入
り
．
東
西
の
横
綱

の
地
位
は
、
激
戦
の
す
え
勝
ち

と
っ
た
栄
光
だ
。
会
館
内
は
、

い
っ
ぱ
い
の
観
衆
が
埋
め
つ
く

す
．
大
人
も
子
供
も
楽
し
ん
だ
．

　
規
模
や
形
は
変
わ
っ
て
も
、

根
強
い
人
気
で
今
も
在
り
つ
づ

け
る
．
先
人
の
活
力
が
生
ん
だ
、

守
り
た
い
真
冬
の
伝
統
娯
楽
だ
．

　
　
　
　
　
灘
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ん

昭和30年1月松代相撲土俵入り。2階ま一

　　　　　　　　　　　　（2枚写真提

町の行事予定（2・3月）
ll囲 心配ごと相談ディザービスセンター9＝OO～

第2回十日町広域圏合併促進協議会十日町市クロス1014100～
7（金） 松代中学校卒業式

心配ごと相談ディザービスセンター9＝00～

鍵縫） 国民体育大会（北海道名寄）（25日まで）
高校生ボランティア演劇松代町図書館14＝00～

＄㈹ 越後まつだい冬の陣（～9日まで）

松代町囲碁大会総合センター9＝00

24（月） 10（月）

25（火） 11（火）

26（水） 12（水）

27（木） 全国高校選抜スキー大会（秋田県鹿角市花輪）（3月1日ま
で）

13（木）

28（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9二〇〇～ 14（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9二〇〇～

騨 翔5㈹

ジュニアオリンピックスキー大会（秋田県鹿角市花輪）（4
日まで）

藝

3（月） 松代高校卒業式
ほくほくの里ひな祭り

17（月）

4（火） 松代町定例議会（～6日まで）
風疹予防接種総合センター13二30

18（火） 町議会議員一般選挙立候補者説明会役場13＝30～

5（水） 19（水）

6（木） 啓蟄 20（木） 心配ごと相談ディサービスセンター9二〇〇～
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松
代
の
い
い
と
こ
再
発
見
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」
内
は
作
品
題
名
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）
内
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名
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棚
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初
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金
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武
さ
ん
・
群
馬
県
）
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一
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）

四季のほのぼの部門四季の風景部門

　　　　　　、；脳』
　
　
　
蕪
鐵
灘

　
　
鯵
　
灘

騒．

麟
灘
麟

大賞：「夏休み」

　　　（平田　一幸さん・吉川町）

大賞：「静寂の季節」

　　　　（武井　龍彦さん・群馬県）

■
謙
⇒
＼
首
卉
潮
薄
舘
お
麟
磐

グランプリ及び大賞を受賞した作品をインターネットで、カラーでご覧いただけます。

　　　　　　　　　　アドレスは、松代町観光協会　http＝／／www．echigo－matsudai、com／

ふ
る
さ
と
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
グ
ラ
ン
プ
リ
決
ま
る

　
1
月
2
7
日
、
松
代
町
観
光
協
会
が
主

催
し
た
「
ふ
る
さ
と
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
昨
年
、

6
月
1
0
日
か
ら
1
2
月
31
日
ま
で
募
集
を

行
い
、
約
3
2
0
点
の
作
品
が
町
内
外

か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
い
ず
れ
の
作

品
も
、
松
代
町
の
の
ど
か
な
風
景
や
活

き
活
き
と
し
た
町
の
様
子
が
写
し
だ
さ

れ
て
お
り
、
町
の
良
さ
を
実
感
で
き
ま
す
．

　
入
賞
さ
れ
た
作
品
は
、
3
月
8
・
9

日
開
催
の
「
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
」

特
設
会
場
に
お
い
て
、
ま
た
3
月
2
2
・

23

目
開
催
の
「
ま
つ
だ
い
駅
祭
」
に
そ

れ
ぞ
れ
展
示
し
ま
す
。
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